
（学）九州総合学院         

鹿児島情報ビジネス公務員専門学校  

2026 年度 授業シラバス 

1／2 

 授業科目

名 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 科目コード ９３ 

開講クラス 総合ビジネス科 コース  会計実務 学 年 １年 

担当教員 

川上 かなえ 

実務経験教員（ 有 ・ 無 ） 

実務経験内容 ＩＴ関連企業勤務 

 

 

開講時期 

1 コマ９０分 

前期・後期・通年・特別講義・その他 授業コマ数 ３２コマ 

必 須 ・ 選 択 ・ 選択必須 単 位 数 2 単位 

使 用 

テキスト１ 

書 名 自分を大きく見せる話し方 コミュニケーション技法 

著 者 株式会社ウィネット プレゼンテーション学研究会 

出版社 株式会社ウィネット 

使 用 

テキスト２ 

書 名  

著 者  

出版社  

参考図書  

授業形態 講義 ・ 演習 ・ 実習 ・ 実験 ・ その他（       ） 

＜授業の目的・目標＞ 

コミュニケーション，プレゼンテーションに必要となる知識を学びつつ，グループディスカッ

ションを行い，プレゼンテーション能力を向上させる。 

 

＜授業の概要・授業方針＞ 

グループディスカッション，教科書による知識の共有。 

 

＜成績基準・評価基準＞ 

授業態度，出席日数，期末試験 

＜使用問題集・注意事項＞ 

特になし 

 

＜授業時間外に必要な学修内容、関連科目、他＞ 
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授業科目名 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

回 授 業 内 容 備 考 

1 グループでコミュニケーションをしてみよう  

2 コミュニケーションの基本を知ろう  

3 コミュニケーションと話し上手  

4 コミュニケーションのスタートはあいさつ  

5 自分の話し方を見直そう  

6 きれいな発声・発音を身につけよう  

7 現在の日本語を考える  

8 正しい言葉遣い  

9 プレゼンテーションをしてみよう  

10 聞き手を意識した心構え  

11 話す内容の作り方  

12 効果的に話す  

13 効果的な話の構成  

14 態度面が話の効果を決める  

15 目線・アイコンタクト  

16 表現力を高めるジェスチャー  

17 「きくこと」とは  

18 聴く態度を身につけよう  

19 聴き上手になる話の聴き方  

20 話を促進する聞く技術  

21 報告する，説得する  

22 商談・交渉，取材する  

23 ディベート，スピーチ  

24 プレゼンテーション・面接  

25 その他プレゼンテーションの形式  

26 グループディスカッション（準備）  

27 グループディスカッション（作成）  

28 グループディスカッション（発表）  

29 グループディスカッション（総評）  

30 自己 PR（伝えたいことの洗い出し）  

31 自己 PR（発表）  

32 自己 PR（総評）  

 


